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掛川市図書館協議会議事録
会 議 名 令和元年度第２回図書館協議会

場 所 掛川市立大須賀図書館 ２階会議室

開催日時 令和元年11月27日(金) 午後１時30分から午後３時30分

出 席 者 会 長 鴻野元希 館 長 赤堀賢司
会長代理 福住久美子 副 館 長 鳥居久美子
委 員 鈴木由加里 主 幹 名倉宏昭
委 員 岡田 昇 中央図書係長 栗田和道
委 員 戸塚ひろみ 大須賀図書係長 澤島由基乃
委 員 浅井稔子
委 員 石川靖
委 員 松下由香

１ 開会

時間がまいりましたので、ただ今から第2回図書館協議会を開催いたします。

本日は、委員の皆様におかれましては、ご多用のところ当協議会へ出席いただきありが

とうございます。

本日、田中・荒木委員さまより、欠席の連絡をいただいております。

それでは、ただ今から、令和元年度第２回掛川市図書館協議会を開催いたします。

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます 副館長兼大東図書係長 鳥居でございます。

スムーズな進行になりますよう努力いたしますのでよろしくお願いします。

それでは、始めさせていただきます。

２ 会長あいさつ

司 会（副館長）

それでは、ここで、鴻野会長会長より、ご挨拶をお願いいたします。

会 長 昨今の状況として本離れが進んでいると感じます。図書館が色々な意味で最後の砦という

か、基本方針の中にもありましたが、楽しむ、役立てる、つながる、つくるの４つのコンセ

プトが実現されていくとまた違った図書館になると期待しています。本日は、終了時刻を３

時の予定として限られた時間ですが、御意見や日頃考えることについて発表していただきた

いと思います。

司 会（副館長）

ありがとうございました。続きまして館長から御挨拶させていただきます。

よろしくお願いします。

３ 館長あいさつ

館 長 あらためましてこんにちは。本日はお忙しい中、御出席いただきありがとうござい

ます。先ほど会長から御説明いただきましたが、図書館運営基本方針について後ほど御

説明させていただきます。昨年度パブリックコメントの手前までいきましたが、教育振

興基本計画後期、公共施設マネジメントの関係もあり更に精査したものを今回提出させ

ていただきます。よろしく御協議願います。また、報告事項についても、５つと盛り沢

山ですが、御協力よろしくよろしくお願いします。

司 会（副館長）

それでは、ここからの進行は、掛川市図書館条例施行規則第18条の規定によりまし

て、鴻野会長にお願いいたします。

４ 協議事項
会 長 ここからは、私が進行を務めさせていただきます。
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会 長 最初に(1)の図書館の運営基本方針（案）について説明をお願いします。

館 長 図書館運営基本方針ですが、平成28年度にこの協議会でこれからの図書館のありかたにつ

いて御検討いただきました。その後、平成29から30年度にかけて、市民ワークショップ、利

用者懇談会、平成30年度の３月にパブリックコメントまでいきました。その後、教育 振興

基本計画の策定、公共施設マネジメントとの整合を図るため、更に内容を精査することにな

り今年度も引き続き御検討いただきたいと思います。本年度の第１回の協議会では、昨年度

末のまとまったものを提示させていただきました。今回新しくなったものを説明させていた

だきます。こちのら運営方針はあくまで方針です。詳細な事業は、その都度御意見や御検討

いただきます。

先に申し上げておくべきでしたが、報告事項の後にフリートークで御意見をいただきたい

と思います。その中で、事業の実施や事務内容について御意見をお聞かせください。よろし

くお願いします。

資料は、見え消し版と資料１の見え消しでないもの、その後に新旧対照表がございます。

対照表を中心に説明させていただきます。

最初に変わった点として、目次ですが項目の番号が変更されています。次に２ページです。

上位計画との関係性を７ページだったものを２ページへ移動しました。図書館運営基本方針

の期間は平成31年度から７年間でしたが、今年度末の策定となり令和２年度から６年間と訂

正しました。次に計画の期間を追加しました。基本構想について評価指標案が19ページあり

ます。こちらが2018～2025となっているため、計画の期間をいれさせていだきました。次に

３ページの現状と課題ですが、書いてある順番を変えました。何故かというと30年度版は下

段に県内市立図書館と比較すると市民1,000人当の蔵書冊数、貸出冊数や専任職員１人当の

奉仕人口はと続いています。こちらの現状→課題→現状という流れを、現状→課題とするよ

うに変更しました。体系は９から12ぺージにあり、９ページは変わっていません。10ページ

から施策の一覧があります。大きな変更はありませんが、若干修正しています。別表１の新

旧対照表(2)施策の一覧表の通りとなっています。楽しむは変更がありません。役立てるに

はデジタルアーカイブ推進による資料の保護及びデジタルデータの充実とあります。後ほど

報告事項で説明しますが、図書館を中心として社会教育課、シティプロモーション課、市長

政策室、ＩＴ政策課、文化振興課等を含めて横断的にデジタルアーカイブを進めていきます。

他にも企業と連携した資料充実手段の研究を追加しました。現在の雑誌スポンサー制度以外

にの手法について、東北では例があるようです。そういった部分を研究していきます。(2)

の①に相互貸借の活用が重要なので追加しました。また、⑤にネットワーク等を活用したデ

ジタルアーカイブデータの提供を追加しました。(5)広報活動・情報公開は体裁を整えさせ

ていただきました。次に、つながるですが(3)市民との協働の③に人材バンクや図書館支援

等の仕組みづくりの検討とありますが、より市民の参加を進めた図書館運営の仕組み作りの

研究としました。(4)のシティーミュージアムは伸ばさないシティが正しいので訂正しまし

た。つくるの(3)施設のあり方の検討の①は「掛川市公共施設等総合管理計画」から住民説

明会を行っている「掛川市公共施設再配置方針」となっています。そちらにそって訂正しま

した。次に14ページの(1)図書館資料の充実とありますが、そちらにデジタルアーカイブを

追加しました。同じく(2)の貸出、情報サービスの部分ですが、②、⑤の書き方を修正しま

した。15ページの施設の維持・活用ですが、蝋人形の展示だけでなく展示及びイベントに訂

正しました。次に16ページですが(3)市民との協働で図書館支援以外に③市民力を生かし、

市民の活躍の場を広げるとともに、より市民が参加する図書館運営を進めるため、市民協働

の仕組み作りの研究を進めます。と訂正しました。17ページ(3)施設のあり方の検討は「掛

川市公共施設再配置方針」としました。18ページの三館の役割(3)の大須賀図書館について、

立地・施設の特色部分にまた、「掛川市公共施設再配置方針」以降を追加しました。19ペー

ジについては、新旧対照表の最後のページを御覧ください。こちらの昨年の数値は平成成29

年度データのため、平成30年度のに訂正しました。それに伴い増減率が変化しています。ま

た、下の（参考）部分で、「貸出密度上位の公共図書館・2017」を2018に、人口当貸出点数

は人口10～15万人は10.8を10.6に変更しました。昨年度ほぼ完成しており、大きな手直しは

ありません。表紙や各ページにイラストをいれました。表やタイトル等の表示を見やすくし

ました。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。
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会 長 数値や項目立てを変えたとのことです。見え消しの方を見た方が変更が理解できると思

います。御意見や質問等いかがですか。

委 員 市民力とありますが、以前から記載されていましたか。

館 長 記載されていました。奥野前館長時に確認しました。

委 員 一昨年から継続の委員さんは見たことがあると思います。特に大きな付け足し部分
として、役立てるのデジタルアーカイブの点が明確に推進するとなっていますね。

委 員 10ページの役立てる(1)－④で企業と連携した資料充実とありますが、市内の企業
から資料が来るのですか。

館 長 これは研究段階のため、実施していません。例として、東北の被災地で本を扱う企
業に買い取りを希望する方から本を送ってもらいます。図書館は希望の本を伝えてお
き、希望した本があれば企業から図書館に送付します。重複する場合は買い取る形と
なり買い取った金額を寄付とします。売却益の原価部分を寄付するので企業は損をし
ません。図書館に間接的に寄付という形となります。被災地という部分もありますが、
企業としては拡大したいとのことです。こちらでその手法が成り立つかを検討中です。
その他の方法等により蔵書充実の研究をしていくということです。

委 員 この企業は、本を扱う企業ですね。

館 長 そうです。他の業種の企業ともどのように連携できるかといった方法を今後は研究
していきます。市の財政以外の方法として検討しくつもりです。

委 員 次に18ページですが、大須賀にいると掛川市の公共施設について、統廃合により減
っていく心配がある。大須賀地区がどうなるかと考えて、少し何処かに行った帰りに
図書館に寄れば多少でも来館者が増える。なくなるのではないかと心配になるがどう
か。そういった事に一般の方は関心がない。なくなってから知って驚いたりする。あ
まり少ないないと言うのもどうかと思うが、入館者を増やそうと努力している。存続
の形で今から話をしてもらいたい。図書館は最初に目をつけられると思うし、なくな
ると困るのでこういった場で考えていきたい。

会 長 この部分は、将来の施設のありかたを研究するとしている。以前にも話が出ました
が、複合型の施設として一体化して効率化するとのこと。そういったものを研究する
のであって、図書館をなくすものではないと考える。協議会としても機会があれば提
言していく。地域のニーズとしては、当初４キロ以内に一館が理想となっていた。現
状ではそうならないとは思うがどうか。

館 長 会長の仰るとおりです。再配置方針では図書館は複合化であり廃止とはなっていま
せん。それだけ重要だと認識していると思います。学校、公民館等との複合化もあり、
その中でどうあるべきかを研究します。

委 員 公共施設再配置方針を見ましたが、確かに研究を進めるとなっておりなくなるとは
思っていません。しかし、小さい文字の一覧表では、農村環境改善センターはなくな
るとあった。そこで、講座や習いごとをしている人はどうなるのか。図書館だけはで
はなく他の施設も考えるとインパクトが強く、市民としては脅迫的イメージがある。

委 員 研究を進めた結果ではなく、途中段階で話し合いが必要ではないか。

会 長 協議会として、今後の準備会等で市民が参加すると意見交換ができるようにと要望したら
どうでしょうか。実際には中央館の時も準備に時間がかかった。先進地の視察を行ったり、
意見を聞いたりした。評議委員としても強く要望したい。
私の意見ですが、デジタルアーカイブを推進するとなっているが、昨年から国立国会図書

館のデジタルアーカイブの開放をしている。資料を閲覧したり複写したりできるようになっ
ている。しかし、ほぼ利用者がいない。０に近い。何故かというとインフォメーションする
場所がない。今後、デジタルアーカイブを進めるだけでなく利用をどうするのか。浜松市の
中央図書館がデジタルアーカイブ室を設置して手作業でスキャンしていた。それぐらいの作
業が必要。本腰を入れて予算をつけて実施する必要がある。他の用意されているものではな
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く、掛川独自の郷土資料を行う必要がある。もちろん紙ベースは大事に保管する。

委 員 以前、袋井市の治水関係の資料展示を見た。以前、三城展で借りたように手作りのものが
ありとても興味深かった。しかし、それを皆さん知らない。知らせる方法が重要で興味のな
い方は知らないまま終わることも考えられる。副知事の12月の講演も地域で話したが誰も知
らなかった。資料があったり、講演会があっても知らずにも過ぎている。

会 長 広報の問題がある。どのように繋げるか。今日図書館内を見た方はいますか。とても手を
かけている。ポップも素晴らしい。ツイッターにあげている。但し、いいねは２つです。知
らないというか、広報の問題がある。これだけのことをしていて、誰にも伝わらない。いい
試みも広報が上手くいかない。各地区の自治会に広報誌を送っているが、関係者しかいかな
い。一般住民が見ない。地域に配るといいのではないか。市民と図書館を繋げるための工夫
が必要。各館は通常業務以外に頑張っているが、おしいと考える。役立てるにも繋がると思
う。ＨＰは皆見ないです。ハードユーザーのみ見る。ＳＮＳはどうか。ツイッターのフォロ
ワーは200までいっていない。わずかの数である。そこをどうするか。大変な労力に見合っ
ていない。子どもが見たら喜ぶと思う。３館とも非常に努力しているので、上手い広報、情
報公開ができたらと思う。
デジタルアーカイブも同様に考える。

館 長 そういった具体的な手法は後ほど御検討願います。これは運営方針なので、こういった
内容になります。あまり縛りすぎないようにしています。
今後は１月に議会の全員協議会でパブリックコメントについて報告します。その後、１月

下旬から２月下旬にパブリックコメントを実施します。その後、いただいた御意見について、
３月に協議会を開き内容説明や修正を行います。その後、最終の修正をして公表します。

会 長 各委員はパブリックコメントに是非御意見いただきたいです。別のパブリックコメントで
は、意見が10件にも満たないということがあったと聞く。是非、コメントしましょう。以上
でよろしいでしょうか。
これで、質疑は終了とさせていただきます。報告事項をお願いします。

５ 報告事項
(1)「令和元年度 静岡県の図書館」について （資料２)

(2) 令和元年６月以降の事業実施状況・予定 （資料３）

(3) 平成元年10月末までの利用状況 （資料４）

(4) 図書館関係事業

①かけがわ図書館フェスティバル(10/27～11/9） (資料５)

②第13回かけがわ教育の日(11/16) (資料６)

③静岡県図書館大会（11/18） (資料７)

④夜の図書館（12/20） (資料８)

(5)「かけがわ歴史文化デジタルアーカイブ」構想について (資料９)

館 長 資料２を説明します。静岡県の図書館の令和元年度版ができましたのでお配りします。そ

の中で特徴的なのは42ページですが、平成30年度の市立図書館・サービス指標とあります。

1,000人当蔵書冊数、受入冊数、貸出冊数、専任職員１人当奉仕人口の各種データが記載さ

れています。一人当資料費決算額は掛川市は低いですが、蔵書冊数は３位、受入冊数は平均

以上、貸出冊数は３位です。専任職員は７位で去年と同じです。全般的に資料費が下がって

います。以上です。

会 長 大きな変化はないということですが、どうでしょうか。概ね５番目位には位置している。

御前崎は別として蔵書数は誇れる。御前崎市は倍以上で比較にならない。

委 員 御前崎市も段々と減っている。

会 長 教育費用の全般について言えますが、結果が目に見えないのでカットしやすい。本を買っ

たからどうかとなる。ここが難しく、10年20年のスパンで心豊かな市民が育っていると言わ

ざるを得ない。決算をどうするにも既に終了している。次年度予算は副市長等にカットしな

いように伝えてもらいたい。県全般の動向ということでいいですか。
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主 幹 (2)は資料３です。６月以降の事業実施状況と12月までの予定です。資料全体で98件の事

業があります。左から№、月日、事業名、主催者、実施場所、新規の有無となります。訂正

をお願いします。№16ですが、古文書講座第３回は継続のため○を削除願います。新規事業

を説明します。№７の６月17日、19日の横須賀高校よみきかせ講座です。５ｐ下段の新聞記

事を御覧ください。横須賀高校２年生の約20名が保育実習に向けてよみきかせの講座を受け、

講師として大須賀図書館の澤島係長が子どもを引きつけるリズム等について講演しました。

続いて№49です。９月10日に中国青年団の公務員、農業関係者60名が大東図書館の亀治郎を

見学しました。４ページ右の記事として都市部、農村等の地方行政の点からゴミ減量が２位

で１位は東京小金井市ですが、掛川市に地方行政を学ぶために環境政策と農業振興を研修し

た際に立ち寄りました。№にありませんが、５ページ上段の記事です。２代将軍秀忠の母で

ある西郷の局の作品発表です。今後も年間で約100件程度の事業を各館の特性を踏まえ実施

していきます。

会 長 10月29日に大須賀図書館で夜のハロウィン図書館がありかなりの入館者があった。

澤 島 ハロウィン図書館ですが、夜の５時から７時まで開館しました。館内のチラシよりも口

コミで知った方が主でした。親子連れを中心に80名ほど来館しました。全体的に照明を落

としほぼ真っ暗な書架の間を懐中電灯を持ってハロウィン衣装を準備して探検してもらい

ました。中には、自分のハロウィン衣装で来館される方もいました。本と無関係ではと思

い、このゆびとまれさんに御協力いただき読み聞かせをしていただきました。

会 長 子どもは暗い所好きで中央館にもチラシがありました。惜しみない努力をしているが何百

何千の来館者とはいかず、少しでも図書館利用に繋がればと思う。

主 幹 資料４は掛川市市立図書館の利用状況ですが、中々厳しい状況です。上段から中央館、大

東、大須賀図書館となっています。入館者数、貸出札数は大須賀以外はマイナスです。前資

料で御説明通り新規事業14を加えましたが、入館者数は６の減で、貸出冊数は80の減となっ

ています。ＢＭの貸出冊数も約700の減となっています。大須賀以外は全てマイナスです。分

析しながら減少理由を特定するようにしています。また、増えている点にも注目して対応し

ていきます。

会 長 厳しい状況ですが、大須賀館は増加している。書架点検を含めて開館日数はどうですか。

１日違うと大分違うが、どうでしょうか。

係 長 中央館は10月までは±０とです。祝日開館の関係で大東大須賀は減っています。全体とし

ては、３日間の減となっています。結果として入館者数は減っています。前回も話しました

が、学校司書のおかげで、学校図書室が充実した結果学校図書館に行くから図書館にこない

のかなと考えています。今後の行事等を通じて、回復するように努力していきます。

会 長 ３日減はあるが、学校図書館は貸出が増えており司書さんが全校配置なったおかげでしょ

うか。司書さんは知っていましたか。

委 員 他の学校は分かりませんが、本校は増えています。図書担当の努力によるため一概に増え

ているとは言いにくいです。校内の図書は充実しています。情報発信もしています。そこか

ら図書館に行くかというと子ども達が個人ではいけない部分もある。親が連れて行くしかな

い。高学年はいいが他の方向にいってしまう場合もある。校内でも本に興味を持ってもらう

にはどうするかというのがある。中央や大東のポスターが点在しているので、図書館コーナ

ーとして紹介が必要かなと思います。

館 長 補足しますが、学校図書館における児童一人当の貸出冊数は、平成27年度は26.6冊で

すが、平成29年度には34.3冊となっています。約８冊と確実に増加しています。

会 長 最初に図書館のターゲットをどうするかと考えた時に主たるターゲットは子どもとシニア

だとしています。子ども達はあまり変わらないと思うが、シニアの利用が減っているのかな
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と思う。確かに、毎日来ている方もいるが、新しいシニアの方が減っている。これからは、

子ども達以外にシニア層をどうするか、時間があれば読書をどうぞといったキャンペーンが

必要と考える。３月31日までの統計で変化するとは思います。

ちなみに図書カードの発行数はどうですか。

館 長 利用しない方も含まれており、更新が３年前からです。平成30年末で98,000です。人口に

対して今後更新作業で減っていきます。例えば、100歳の方の登録がありますが、異動につ

いて連絡をいただかないと分からない。今後は５年で更新なり本来の数に近づくと思います。

図書館で更新はできます。職員が窓口で作業を行います。

委 員 図書館に来ない方のカードはどうなりますか。

館 長 失効して消去されます。

会 長 私の地元は８件家があるが、近所の方はカードを持っていないし作っていない。こういっ

た方がつくると小学生は別として増えるのではないか。居場所として図書館がいい場所にな

るようにしたい。図書館の地下会議を畳にして寝っ転がるようにする。本を借りた方は使用

できるようにしたらどうでしょうか。

係 長 資料５の図書館フェスティバルに関する報告となります。

秋の読書週間の10月27日から11月３日に図書館フェスティバルを実施しました。10月27日

には大東館でこどもとしょかんまつりを実施しました。活動グループさんによる読み聞かせ、

パネルシアター等を行いました。写真にありますが、キャタラーさんが理科的な公開実験を

行いました。参加者は821人とありますが、終日これ位の数の方が参加してくれました。

中央館では、椋鳩十さんのお孫さんが講演会を行いました。椋鳩十さんの奥さんの実家が

掛川市でお孫さんも掛川にも来たことがあるとのことです。活動の基本は鹿児島ですが、掛

川で公演していただきました。その他にも活動グループさんが短歌を飾る等、日頃の成果を

発表されました。会長にもビブリオバトルを開催していただきありがとうございます。

大東図書館では、ぬいぐるみのお泊まり会を行いました。夜の図書館を本人の代わりに過

ごしてもらいました。皆さん数多くの工夫をして多くの方に御参加いただきました。以上が

図書館フェスティバルの報告でした。

委 員 講演会参加者数の84人はどうですか。

係 長 少なくはないです。掛川以外からも多くの方に参加いただきました。教科書にも載ってい

るの方なので集客力がありました。

委 員 講師の方が自分に本を持ってきて売り込みました。

係 長 サイン会も行い好評でした。

委 員 図書館フェスティバル2019でひまわりは10月30日に午後３時から午後４時までおはなし会

を行い80人位来ました。図書館フェスティバルの報告でおはなし会５回の内１回がひまわり

でしょうか。

会 長 よみきかせも重要なイベントですのでよろしくお願いします。また、こどもとしょかんま

つりも1,000人もの人が来る大東図書館で行う重要なイベントだと思います。

係 長 ひまわりさんはその他のイベントになっていました。申し訳ありません。

主 幹 次に資料６を御覧ください。第13回掛川教育の日を11月16日(土)に行いました。基調講演

として家庭教育プロデューサーの酒井勇介氏に「賢い子に育てる８つのポイント」を御講演

いただきました。左下に記載されていますが、図書館では古本市を開催して微力ながら参加

させていただき図書館に興味をもっていただく場を設けました。
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会 長 毎回それなりの人が来ますね。講師の関連図書を飾れるといいと思う。

係 長 次に資料７の静岡県図書館大会について報告させていただきます。委員さんにも御参加い

ただきました。11月18日（月）にグランシップで県の図書館大会を行いました。当日の流れ

れは基調講演の後、６つの分科会がありました。新聞にも載りましたが、基調講演で大学の

先生の傍ら、図書館プランニングも手がける太田剛氏と林左和子浜松文芸大学教授が「ソー

シャル・イノベーションを巻き起こす図書館へ」と題して講演されました。この中で特に印

象に残ったのが、「ちょっと一手間かけるてやる」という部分でした。人も金もない中で、

どう魅力を作るかは職員のちょっとした一手間とのことです。大須賀図書館で行った夜のハ

ロウィン図書館でもお金をかけずに手作りで行い、お化け屋敷もシーツをかけるだけで子ど

も達が喜びました。お金をかけずに子ども達が楽しんでわくわく喜ぶ仕掛け作りを行いまし

た。中央図書館でも、ハロウィンの時期にかぼちゃのぬいぐるみを書架上に置くだけで気分

が盛り上がりました。クリスマス時期も同様に雰囲気がでます。100ショップで買った物を

置くだけでも違います。その様に手間をかけてやることが、言葉は違うかもしれませんが集

客に繋がり図書館に来ようとなります。私は防災に関する第１分科会に参加しました。東日

本震災で亡くなられて方はいなかったとのことです。よく言われるのが、台形状の棚をメイ

ンにすれば大丈夫とのことです。しかし、その様な処置を行うには面積分のお金がかかりま

す。直接の被害がなくても、天井の水道管が割れて本が水浸しになった所もあり構造的な問

題が生じないよう設計段階から注意が必要と聞きその通りだと思いました。今回は全部で27

人が参加され学校司書さんが沢山参加いただきました。ありがとうございました。説明は以

上です。

会 長 全図協から言われるのは、県単位でこのような大会を実施しているのは、静岡だけと言わ

れます。この状態が当たり前と思うができないらしい。学校、市民等が参加する図書館大会

はないとのことです。その点で今後も色んな形で盛り上げていただきたいと思いました。

委 員 今年は開場が埋まらなかったと聞いた。

会 長 例年は満杯でしたね。

委 員 講演で有名な作家さん等を呼ぶといったインパクトがなかった。

館 長 大会の副委員長としてですが、委員の中でも色々意見がありました。テーマがもう少しと

いう声はありました。

講演会の太田先生は非常に御活躍している方ですが、知るっている方と知らない方の差が

あった。実際に話を聞くと大変ためになりました。ＰＲが少し足りませんでした。

委 員 開場で意見を述べた人も何回か参加しているが今までで一番良かったと言っていた。私は

３回目だったが一番良かった。事前に参加者が少ないとは聞いていた。講師の方について情

報が少なかった。何も知らないとせっかくの機会がもったいない。講師の方や講演の内容を

知ると興味がわく。

館 長 講師の方が忙しくやりとりが直前になりました。ソーシャル・イノベーションというテー

マは少し敷居が高いと感じた。

会 長 利用者と実務者で関心の内容に違いがある。一人くらいインパクトのある方も必要かなと

思う。

委 員 人数は減っていたが、内容は良かった。講師の名前だけで判断するともったいない。

委 員 「ニューヨーク公共図書館 エクスリブリス」という映画を見たが内容がすごく良かった。

そういったタイムリーな読者の興味を引くような点を講演に生かして欲しい。図書館はここ

を頑張る必要がある。講演内容はとても良かった。

会 長 公共図書館の役割の広がりを考えると海外では公教育と一緒の役割を担っている。日本の
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図書館は特異な形であり、そういった意味でも頑張って欲しい。

委 員 所用で欠席しましたが、その前電話をもらった中で今回は職員も少ないと聞いた。職員や

周りの人と話すとマンネリがあるとのことだった。そこであえて今年は行かないという人も

いたが行けばよかった。林先生は地元で何回も聞いているという先入観がある。案内で聞き

たいテーマがなかったり、去年と同じでは行かない。如何にしてＰＲするか。参加者に届く

までが大変。今年良かったので来年は期待したい。

委 員 今回はバスの中が学校司書ばかりだと思った。３分の２は学校司書でした。皆さんが参加

しなかった影響が全体に反映したと思う。

会 長 次回は是非多くの方に参加していただきたい。

係 長 次にこれからの事業になります。資料８を御覧ください。

ＰＲ不足と言われないようにしっかりＰＲしていきたいと思います。12月20日（金）に夜の

図書館を行います。会長にも御協力いただいています。中央館は夜の８時30分まで開館時間

を延長します。前回好評だったスタンプラリー形式の図書館探検を行います。また、恒例の

演奏会を新聞・雑誌スペースで行います。

次に裏面になります。初めての試みとして東部ふくしあと図書館の協働で健康講座「今か

らでも間に合うお達者推進的図書館利用法」を開催します。図書館は図書館利用に関するお

薦め本を紹介します。ふくしあから保健師さんが健康情報や保健活動について伝える予定で

す。保健師さんからも具体的な本を紹介しますが、初めてのため結果を検討してより良いも

のにしていきます。

次に堤腰和余さんのひとり語りを２月９日（日）に中央図書館で行います。毎年好評で沢

山の方に御参加いただきます。よみきかせと言うより朗読をしていただきます。今後募集す

るので委員さんにも御参加いただきたいと思います。以上３点になります。よろしくお願い

します。

会 長 以上の図書館関連事業で何かありますか。では、次お願いします。

館 長 次に(5)の資料９になります。「掛川市歴史文化デジタルアーカイブ構想」です。市役所

内の資料で外部用に整理されておりませんので、内部資料として取り扱いに御注意願います。

内容の事業費等も確定していません。概算数値となります。内容について説明させていただ

きます。

図書館運営基本方針にもありましたが、デジタルアーカイブとは、美術館・博物館・公文

書館や図書館の収蔵品を始め有形・無形の文化資源（文化財・文化的財）等をデジタル化し

て記録保存を行うことです。記録保存すればデジタルアーカイブと言えますが、それだけで

はデータを入れただけになります。次に期待される効果は資料の破損・劣化防止で貴重な資

料を使用することで生じる劣化を防止します。データ活用による新しい表現の実現としてデ

ジタルデータに解説をつけたりすることで、より膨らませた利用が可能です。時間的、地理

的な制約を超えた資料提供としてインターネットを経由して各小中学校での生涯学習に活用

します。様々な角度からの資料検索で写真に資料内容といったデータを付加することで皆が

利用できるようにします。また、その意義として消えていく映像遺産の保全により風俗文化

を残していき、文化遺産の記録で伝統芸能等を後世に伝えていきます。地域映像ライブラリ

ーでは郷土学習への活用と次世代への継承を映像を通して図ります。地域産業アーカイブで

は地域産業の葛布等を本だけでなくデジタル化することで皆さんに理解してもらえると思い

ます。その他にも、イチゴ、メロン、露地栽培といった農業分野、自動車産業等についても

同様です。

続いて２ページをご覧いただきたいと思います。当市における進め方といったところで、

ここからがオーソライズ（公認）しているわけではありません。導入の目的としては先程の

効果の部分等が入ってくればという形です。導入の手段として今考えているのはウィキメデ

ィアを利用していきたいと考えている段階です。こちらのウィキメディアについては営利性

がなく運営する財団も信用性や安定性が高いです。デジタルデータの発信を企業的にやって

いるところは結構あります。例えばフリッカーというところは、そういった発信をやってい

ます。但し、有料ですし会社の事業自体が移転しています。会社や事業を買われたりと安定
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性が低いです。その様なところは避けるつもりです。

ウィキメディアにアップロードするに場合は、デジタル化しました、メタデータをつけま

した、といったように情報をただ流すわけにはいきません。著作権のチェックや先程言った

メタデータを付けていくといった作業スペースが必要となります。それらを段階的にやって

いきたいところですが、データ的にも量的にも早く充実させていくにはマンパワーが必要と

なるので、ボランティアの方にも関わっていただきたいと考えています。

事業内容と年次計画については決定していないので、こちらは無視してください。細かな

部分になりますので、これ位必要といった部分です。取り扱いを注意していただきたいと思

います。

では、実際どうかというのが３の活動事例です。ここで関西大学の教授がお二方がでてて

いますが、台湾では木簡の写真を公開しています。それにより実物を見なくてもよくなり、

写真を取り寄せなくてもアップされているものを使って、非常に多くの方が同時に研究する

ことでより早く研究が進むという部分があります。②では、以前は巻物を見るのが大変でし

たが、デジタルデータになることでクリックとスライドで全体を見ることができるようにな

り今までとは少し違った発見があるということが書いてあります。

教育での活用に関する効果では、立命館大学により新潟で行われた事例ですが、地域の映

像について、学校で地域の人を招いてお話をしていただく場合に活字や声で行うことがあり

ますが、そこで実際の映像を見ることでより内容がより具体的になります。お話のイメージ

は人それぞれですが、映像を見ることで一つのものに対して全員が同じイメージで話し合い

ができることに意義があります。視覚メディアは直感的に分かりやすい部分があります。そ

れからウの部分ですが、メディアリテラシー能力の涵養に繋がるとあります。学習指導 要

領でも最近はメディアリテラシーについてかなり出てきていると思います。ＩＴの活用とい

うのはかなり出てきています。そうした中で、大量のデータから自分がどれが必要でどの様

にどれとどれとを関連付けるといった能力がこれから求めらますが、そういった力を育てて

いく効果が考えられます。そういった内容が大学でまとめられています。

後、(３)として観光面等における効果ということで岡山県の津山市立図書館が紹介されて

います。こちらは、先程お伝えしたフリッカーを利用した公式ホームページを今年の３月に

公開しました。公開して３ヶ月で24,000回以上閲覧されおり、そこにある写真を見て実際に

見てみたいということで海外からも多くの人が訪れるといった観光的な効果もあります。そ

れから公開している写真は見て楽しむだけではなく誰もがポスターやチラシの作成等に自由

に使えるようになることで、色んな方が商売に繋げたりして新しい資料をつくるのに津山の

アイテムが利用されています。図書館としては図書館資料のデジタル化が核ですが、それは

デジタルアーカイブの効果の一面と言えます。お金をかけることなので、色々な効果がある

と考えることで、予算をつけるだけの価値があると理解して貰います。

これについては、情報推進化アドバイザーに入っていただき他の所にも話をします。具体

的にどうすれば掛川市として効果がでるかを考えて予算獲得したいと考えています。以上で

す。

会 長 先程の運営方針の役立てるの(１)－③にデジタルアーカイブ推進による資料の保護及びデ

ジタルデータの充実とありますが、今の説明でどうでしょうか。

委 員 要望ですが、学校で資料を使っています。地域資料は文字が難しく子供達が読みにくいで

す。後、フリガナがありません。アーカイブは小学生も読める配慮をお願いします。地域資

料は大須賀中学校も地域の歴史を調べています。授業等で沢山使います。

会 長 国立国会図書館デジタル化資料の利用を考えるとデジタルデータの研究にして欲しい。充

実ではなく研究でないと理解してもらえない。今の内容ではとても予算をつけるのは難しい。

国立のデジタルデータも利用者はほぼ０で年間に約30万程度かけている。これが研究ならい

いが充実は難しいと思う。他の委員さんは郷土史家としてどうでしょうか。

委 員 郷土史研究家として言うと、資料は掛川市として非常に価値がある。掛川、大東、大須賀

とそれぞれ歴史があり、地域の特徴があり図書館もいい配置となっている。図書館として資

料が充実するのは素晴らしいし、注目されるきっかけになると思う。

以前、掛川二の丸美術館で高天神城や横須賀城の展示をした。私も横須賀城の絵があると

聞いた。殿様のご子息の屋敷が靖国神社の近くにあったが、太平洋戦争で空襲にあった。そ
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の方の執事だった方が殿様の物をいただいて疎開していた。そのお宅にあった絵が展示され、

かねださいが？（１：４１：２２）という徳川のお抱え絵師の絵を展示した。こういう展示

会があるたびに新たな発見がある。高天神城物語もあるがまとめられていないので、郷土史

研究には次へのステップになる。良いツールだと思うので期待してる。問題は予算的な部分

となりますが、ある程度時間を使える方をボランティアとして利用して貰いたい。経験が生

きると思うし、以前も大渕にある郷土資料館の収蔵物をデジタル化する時にボランティアで

協力したと聞いた。あそこにどういったものがあるのかは知らないが、図書館で検索すると

分かれば資料館の意味も高まる。掛川北部だけでなく古墳も南部には色々あるので期待した

い。予算はかかるが、次の世代に情報が引き継げないのは困る。一点、気になっているのが

図書館にビデオやビデオデッキがあると思います。最近はビデオが再生機器がなくなってい

るとなると、今あるビデオを再生する手段がなくなったらビデオをどうするのか。著作権は

あるだろうが保存して欲しい。お祭り関係の資料をビデオからＤＶＤにして欲しい。後生の

人達に伝えていきたい。デジタルアーカイブは資料を集める人間としてはありがたい。その

他に、映像のメタデータを誰がチェックするかが非常に重要。横須賀の殿様の歴史を研究し

ているが、インターネットに違う殿様の映像があった。お寺の住職に聞いてこの殿様が正し

いと教えて貰った。誰がアップしたかは分からないが、誰かがチェックする必要がある。正

確にデータ内容のチェックをして欲しい。図書館や郷土史家がやるかしていかなければなら

ない。掛川三城紹介のパンフレットで横須賀城は天竜川の川石を使ったとあったがが、発掘

した大東図書館職員に聞いたところ小笠山山系の石で今あるのは大井川から買ってきた石だ

と言った。天竜川と書いてあるのでシティプロモーション課に伝え訂正してもらった。教育

委員会も見ているがそういった件があった。よろしくお願いします。

会 長 基本的に構想が甘く感じる。今の要望を図書館でデジタルアーカイブとしてやるなら資料

編纂室等が必要になる。図書館の今のイメージでなにをするのか。施設や人材が必要だがみ

えないし、絵に描いた餅になっている。文書では進めるとあるが無理だと思う。評議委員と

しては認められない。アーカイブの研究で市史や郷土の資料をデジタル化しようというなら、

小学生向けに少しフリガナをふったりするのは分かる。それを図書館員がやるのか。郷土史

家といった専門家からクレームがあったらお手上げになる。やるなら専門家集団が資料検証

をしてアーカイブする必要がある。これは10年から20年かかる事業になる。少なくとも公共

図書館として市民の知の拠点が目標であるなら難しい状況と考える。これで予算化すると図

書館が本来の充実すべき部分に予算が回らなくなる。今ある国立国会図書館のデジタル化資

料は明治初期からの資料を数多くデジタル化している。調べる時に今までは行くしかなかっ

たのが不要になる。そういうことをデジタル化資料を使ってできると具体的に広報していく

必要がある。国立のデータから一度金色夜叉をダウンロードした。著作権がきれているので

原文を見たがそれくらいしか使えない。今後研究を進めるなら研究費とする必要がある。誰

が研究するのか。図書館職員がするのか。

館 長 説明しますと図書館は入れ物と考えます。図書館はオールマイティではないので、社会教

育課が重要な要素となります。図書館も社会教育課も資料を持っているの文化財的な資料を

含めて社会教育や他の所に資料を見て貰います。また、広報には写真があります。どの写真

が何か把握しています。図書館は著作権についてチェックリストを作ります。大丈夫かを確

認します。委員さんの仰るメタデータですが、それほど細かくはありません。そこから新た

なものを作ってもらうといった形です。ウィキペディアの良い点は沢山の方がチェックして

出典が分かるように訂正していきます。デジタルアーカイブも出す段階でチェックしますが、

ウィキペディアのような新たな発見を作ることが利点として考えます。

会 長 それは運用の問題で、その前段階として色んな部署の資料を誰が集めて、デジタル化して

いくのか。図書館がやるのか。協議会としては運営方針でデジタル化しますと言ってもこれ

は難しい。研究を進めますと変えていただきたい。緊急を要する散逸の可能性がある資料や

ビデオをやるならば社会教育課や市長部局と協議して新たに掛川市の歴史を確認する組織を

作らないと片手間ではできません。図書館職員の半数は非常勤職員である状況を考えると新

たな事業を行いながら、市民の知の拠点となるのは志はいいですが提案しても突っ込まれて

終わりだと思います。資料を裁断するにも著作権がある。簡単にはいかない。何100万とい

う費用がかかる。段階をおってやる必要がある。ウィキペディア等で公開する段階ではない。

それよりも小学校の資料として葛布についてデータ化して皆が見れるようにするのはいいと
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思う。少し時期尚早だと思う。研究して欲しい。

館 長 これは構想なので段階的に行います。最初に入れ物を作るのがデジタルアーカイブそのも

のです。最初に手持ちの写真等から始めていきます。

会 長 それはいいですが、誰がやるのか。ちゃんとセクションがあって資料をスキャンしていく

といった具体性がない。ここで言われてもイメージがわかない。図書館内でスキャンするの

か、手作業ならば誰がやるのか、部屋があるのかといった問題がある。

館 長 今は大東図書館で文化財の写真をとったりしています。

会 長 大東図書館の資料室でやっているのか。図書館の仕事と資料の仕事を一緒にするのはどう

かと思う。一人でやっているとして、河井彌八の日記と言った資料も管理しているが膨大な

ことになる。組織としてやっていったほうがいい。どこでやるのか。いいことだがこれだけ

の提案では難しい。

館 長 今の時点では社会教育課が中心です。

会 長 それならば図書館とは切り離して社会教育課中心で図書館は協力として研究として貰いた

い。他の方はどうでしょうか。

委 員 今の点は導入するなら精査すればいい。その他に子供の関係ですが、今週から新聞でもう

すぐ終わる紙の本という連載があった。最初にデジタル化しても先程のビデオの話ではあり

ませんが私も500本位捨てました。後ＭＤをどうするかといった問題もある。レーザーデ

ィスク等ハードの関係で再生できないものがある中、任意のページを即座に開きバージョン

アップしない機能が紙の本とあった。両輪かなと思う。できることからやるべきだと思う。

会 長 推進の文言は研究に変えて欲しい。

館 長 こちらは１月の全協にはかる前の手続きがあり今日固めていきたいと考えますので、修正

について詳細は会長と相談させていただき後の手続きを行うでよろしいでしょうか。

会 長 他の方はいかがですか。

委 員 ２点あって、先日よみきかせがあってそこで新作を読んでいただきおもしろかったので、

その本を買いに行こうとすると子供が学校の先生がよみきかせで読んでくれたよと言いまし

た。さすがにアンテナをはって選書していると思いました。子供は本が好きなので学校の図

書室の本で読んでおり、最近では子供の方が良い本を知っています。学校で図書館の使い方

を啓蒙してもらったおかげで子供達の図書館の使い方が良くなっていると思いました。

後、私の園は園児が少ないのですが、０、１、２歳が多くお母さん方も初めてのお子さん

でよみきかせとは何というところから啓蒙しています。懇談会等でどうやって行うかや敷居

が高くはないよと初歩から伝えている。当たり前のことをゆっくりお伝えしている。大須賀

図書館の司書さんに避難訓練の時に一冊本を読んでいただきたいとお願いしたり、横須賀に

勤務している時は団体貸出をしてもらっていたが、小規模保育園でもお願いしていいかと確

認してきた。12人でも利用者が増えたらいいなと思います。

委 員 こういう御意見ならいいのですが２点あります。子どもの読書で学校図書館雑誌という大

東図書館にある雑誌の2019年年１月号で学校読書量調査というのがあり本を皆読んでいる。

読むのが少なくなったのは雑誌です。学校の指導等で読む子は増えている。沢山読む子が読

まない子の分を引き上げている。数字マジックとも言える。いつも言うが、親の意思があり、

良い本をだせば売れるが出版社が出さない。また、別のサブカルジャーナリストの記事で、

ぞろりから次にいかせたいと前は言っていたが、ついにぞろりを読まなくなっている。今一

番人気は科学漫画です。昔からある漫画日本の歴史といった漫画ではなくＳＴＥＭという所

がだす系統の科学漫画を読む子が増えている。男の子の人気はサバイバルシリーズで女の子

は漫画でよくわかるシリーズを読んでいる。確かに面白そうだが、学校や図書館でいれるに
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は英断が必要。読書力といった格調高さよりも意識力といった文字に触れることが必要。土

壌はできている。

委 員 難しいと考える。人気の上位７割は科学漫画で次がおしりおたんてい、後は残念な生き物

シーズ。一方で教科書を読めない子が増えている。

委 員 それは20分スマホから離れられない学生と同じ。

会 長 図書館本来の資料は視覚優位ではなく文字を読みながら考える。デジタル化でも文字をデ

ジタル化するだけでなく写真や図をデジタル化する。写真や図は結果のみになる。子ども達

は結果を欲しがるので漫画だと結論があるので便利。文字で考えることは手数が必要。最近

は、９類の文学の貸出が少ない。減っている。図書館は別だが学校では図鑑や解説が多い。

物語はそこの部分が考える部分の肥やしになるから今の子は自分が語れない。大学生が聞か

れても語れない。知識は沢山ある。しかし、物語性がない。今の図書館に必要なのは基本的

な物語を繰り返し身につけることではないか。もちろん入り口は楽しいシリーズでいいがオ

ーソドックスなものに生きる力や考える力があるとしないとデジタル化が進む。大学生が１

年間に本を一冊も読まない割合が70％になっている。勉強はしているがスマホでやっている

今の小学校はばっちりやっているが、中学になると読書量が落ちて、高校生は教科書しか読

まない、大学生は本も読まないとなっている。図書館は大事な啓発機関であり、大事なこと

に出会える場所であることを大事にしたい。

委 員 ４、５、６類が面白い。それ位面白いのを９類で出して欲しい。

会 長 ４、５、６だと社会とかだね。

委 員 先程小学生が読んでいるとは言いましたが、本当にその１冊を読んでいるのか。何冊も借

りているが、学校の10分の読書で後は休み時間で読むかというとそこで終わり。そこが、本

や教科書を読めないに繋がる。やはり日頃の読書が必要。

会 長 小学生がスマホやゲームをやる時間は一日３，４時間。家に帰って直ぐゲームでは狭い映

像体験でやった気になる。体感が必要だと思う。ある親御さんが家の子どもの集中力はすご

い、ゲームを５時間ずっとやっていると言う。それは集中力かなと思った。

図書館の敵ではないが対極にあるし、人間性の豊かさを育む場所として伝えていく必要が

ある。面白さではかなわない。ゲド戦記を今は読まないでしょう。鹿の王も読まないでしょ

う。

委 員 今は読みません。ずっこけ３人組も昔の話になっている。読むのは無理となる。十二国記

は高校生は読むかもしれないが中学は動かない。ラノベに負けている。

委 員 ラノベも会話体で誰が話しているか分からない時がある。状況説明に終始して文学になら

ない。

会 長 中々課題山積ですが、以上でよろしいでしょうか。今後ともよろしくお願いします。

では、進行を事務局に戻します。

主 幹 その他になりますが、事務局から御案内します。第３回目ですが、色々なお話をいただい

たので、１月以降に３回目を行いたいと思います。

以上をもちまして終了させていただきます。長時間ありがとうございました。
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